
 
 
 
 
 
  
                                                          
 

寒中お見舞い申し上げます。 
今年も御支援・御協力、よろしくお願いします！ 

Ρ ґҰҹҢ ắổᾟ ᾟổỊ  Σ 

                                                                                                              

 
《 会長就任３年目、さて今年の目標は… 》 

 

私が会長に就任し３年目を迎えた。昨年は会の全体目標として「人手不足解消と経費削減」を掲げ、各会員に対し

「何事も面倒臭がらず積極的に物事へ取り組む心ある協力」、自分自身に対し「各会員へ的確な指示を出し、率先して

会運営にあたる」という目標も掲げました。昨年一年間、私は会長として、掲げた目標に向けて努力してきたつも

りだが、会員から見て会長の努力度はどうだったのだろうか。  

 

ここで少し、昨年掲げた目標に対し、私なりに愚痴や文句を言いつつ振り返りたいと思う。 

①全体目標…人手不足解消と経費削減 

   ・「人手不足解消」 

人手不足解消に関しては、当会発足時からの継続目標のようなものである。ここ５～６年、会員は

増えも減りもせず、ただ休会者が増えるだけ。人手が不足している時は、助っ人を掻き集めて対応

するという年が続いている。昨年の運行については、参加者や協力者が多く、人手不足は解消出来

たが、未だに問題なのは制作や小屋掛け時の人手、囃子講習会時の講師陣の確保である。 

・「経費削減」 

   昨年は無駄な物の購入を控えたものの、高欄を作り直したり、小屋掛けの資材を買い足したりと、

何だかんだと購入したため、経費削減には至らなかった。また、未だに紙や針金などの無駄使もあ

るようである。 

②各会員へ対する目標…何事も面倒臭がらず積極的に物事へ取り組む心ある協力 

会長の愚痴や文句に聞こえるかも知れないが…。昨年は何故か、面倒なのか何なのか、ねぶたが終わり

九月頃から翌年２月頃まで冬眠したかのようにパッタリと会議への出席や製作所へ来る事から遠ざか

っている会員が多く見受けられた。仕事があって来られないのは仕方がないとして、中には「仕事が終

わってから来るのは面倒臭い」「休みの日ぐらいはゆっくり休みたい」「プライベートの方が大事」など

と思っている人もいるのではないだろうか。「ねぶたを作れればいいや」「誰かがやるべな」「一人ぐら

い行がなくても何とかなるべ」ではダメなのである。ねぶたを作り、会運営もこなすようにならなくて

は…。会員の心ある協力を望む！ 

③自分自身に対する目標…各会員へ的確な指示を出し、率先して会運営にあたる 

率先して会運営にあたる点については会長として頑張ったが、各会員へ的確な指示を出す事についてはイ

マイチであった。どうも自分の中に「他人に任せるより自分でやった方が速い」という意思が働き、各

会員へ的確な指示を出す前に自分でやってしまっている。これだから後継者が育たないのだ。反省…。 

 

 さて、いよいよ今年の目標であるが、ただ単純に… 

  ・担ぎねぶたの制作だけでなく、その他の行事にも積極的に参加協力すること！ 

  ・出陣 10年目にふさわしい運行をしよう！ 

 以上２つの目標を掲げます。出陣10年目にふさわしい運行とは何か…。さぁ、皆で考えよう！ 

【記：高谷俊幸】 



《 師匠からの年賀状 ～ 師匠の言葉に頷く私 ～ 》  
  
元旦、私宛に届いた年賀状は７０通あまり…。その中に囃子の師匠からの年賀状も混じっていた。私にとって
囃子の師匠とは何人もいる。私は十数年前まで、某囃子保存会に入会していた。師匠と初めて出会ったのは、私
が中学一年の時である。当時、その保存会が教えている囃子教室は諏訪神社で行われていた。囃子教室に通うこ
と二年、その師匠ともう一人の師匠と二名の方から推薦を頂き、私は保存会へ入会した。私が保存会在籍中、師
匠とは同じ団体で太鼓を叩いたり、遠征に行ったりもした。私が保存会を退会した後も師匠とはねぶた祭で何度
も顔を合わせ「しばらぐだなぁ～」と言いながら、早２０年近い付き合いとなる。その師匠からの年賀状の文面
は津軽弁で書かれていた。内容は「祭（まづ）りズもんだきゃ、なんてたて、もつけど、ばがいねばだきゃでき
ねきゃ、ほだべ。したはんで、みんなして、たのしぐ、てっぺ、のれそれやるべしや」と書かれている。訳せば
「祭りというものは、何と言ってもお調子者と馬鹿（この場合の馬鹿とは、ねぶた馬鹿の事である）がいないと
出来ないだろう。そうだろ？だから、みんなで楽しくいっぱいたくさんやろうよ！」という事らしい。古稀を過
ぎた師匠がこれだけ元気なのだから…。若い私も「てっぺ頑張らねば！」。         【記：高谷俊幸】 
                                                   
 

《 担ぎねぶた出陣 10 年！ ～ 会報は間もなく 100 号 ～ 》  
 

 高校卒業後も担ぎねぶたを作りたいという○谷君（初代会長）の一言で、平成８年11月末に高校生ＯＢ担ぎね

ぶた実行委員会を発足させた。翌９年から担ぎねぶたを制作・運行してきた当会も今年の運行で出陣10年を迎え

る。この10年は苦節10年とでも言うべきだろうか…。何も知らない状態からＨ氏指導のもと、予算組みや制作

場所や保管場所の確保、制作から運行、何から何まで手探りで始めていた頃が今では懐かしく思う。発足当初か

らのメンバーは今では数名程度。時の流れも感じる。毎年毎年、資金確保と人手確保には悩まされている。何年

経ったら悩み解消になるだろうか。今年の題材も間もなく決定する。果たして題材は何に決まるか・・・。次回

の会報には掲載出来ると思うのでお楽しみに！私の頭の中では、出陣10年を記念して何か特別な事が出来ればと

思ってはいるが・・・。 

 会報は平成10年1月25日に第1号を発行し、今年4月で第１００号の発行を迎える。発行当初は、その月々

に行われた当会の会議や行事の報告、ねぶた祭に関する事、会員それぞれの抱負や反省などを書き、会員のみに

配布していた。いわゆる会員間の情報紙的な役割を果たしていたのだ。その会報も今では当会に関わる行事だけ

でなく、ねぶた祭や各地の祭りなど様々な記事を掲載するようになり、会員のみに配布していたのも、会員外（当

会の活動に関係する諸氏団体など）へも発送するようになった。中には、会報が届くのを楽しみにしている方も

いるようである。毎回、会報記事を探すのは一苦労である。5月から8月まではねぶたに関するネタが多いため

苦労は無いが、それ以外の月にネタが無いのだ。それでも何とか第１００号まで辿り着こうとしている。引き続

き当会の会報は号数を重ねて行く。これからも当会会報を御愛読下さい。          【記：高谷俊幸】 

                                                   

 

《 第 5 回青森ねぶた祭検討特別委員会より 》 
 ～ ねぶたミュージアムについて ～  

 

 昨年11月4日に第5回青森ねぶた祭検討特別委員会が開催され、今回はねぶたミュージアムについて意見が交

わされたようだ。この会議概要はネットにアップされているので、皆さんも是非、目を通して頂きたい。 

ミュージアムについては「冬期間や年間を通して囃子の練習が出来る防音の部屋が欲しい」「制作過程を見せ

る場が必要」「制作者同士が交流出来る部屋があればいい」など数多くの意見が出された。また、「学校の工作

にねぶた制作を取り入れられないか」「祭りを親しんでもらうために子供達を対象に面作りをさせたい」など子

供達、いわゆる後継者育成に向けた意見も出たようだ。とにかく、このねぶたミュージアムについては、検討に

検討を重ね、早く実現させて頂きたいものだ。                      【記：高谷俊幸】 
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《編集後記》平成18年初の会報は、また私の記事で始

まった。果たして、今年は何回記事を書く事になる

だろうか？もう一人の担当者Ｏ君にも期待したい。

毎回記事を書く度、新聞らしい書き方を目指してい

るのだが、なかなか上手く書けない。文才が無いか

らであろう。今年はもう少し記事の書き方を勉強し

て、短く簡潔な記事掲載を目指したい。（高俊） 


